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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における業績は、主力事業である調剤薬局事業が堅調に推移したことから、売上高は

35,911百万円（前年同期比18.0％増）となりました。利益面につきましては、平成26年４月の薬価改定及び調剤報

酬改定の影響等により、営業利益888百万円（同26.4％減）、経常利益850百万円（同27.5％減）、四半期純利益230百

万円（同46.7％減）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおります。

①医薬品等ネットワーク事業

本事業に関しましては、システム売上が減少したこと等により、売上高は1,353百万円（前年同期比6.9％減）

となりました。利益面につきましては、受発注手数料収入が堅調に推移したこと等により、営業利益737百万円

（同2.9％増）となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間において、平成26年４月より取引休止中であった大口先（230店舗）が脱退し

たこと等により、平成26年９月30日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、調剤薬局1,023店舗、30病・医院の合

計1,053件（前連結会計年度末比110件減）となりました。

②調剤薬局事業

本事業に関しましては、当第２四半期連結累計期間に調剤薬局６店舗を新規出店するとともに株式取得により

３社（９店舗）、事業譲受けにより１店舗を取得する一方、６店舗を閉鎖しました。また、グループ会社の吸収合

併（３社）を行い、収益基盤の強化を図りました。平成26年９月30日現在の店舗数は、調剤薬局331店舗（休止中

の１店舗を除く）、ケアプランセンター２ヶ所、ドラッグストア12店舗、福祉用具貸与事業所１ヶ所となっており

ます。

既存店舗の売上が底堅く推移したことに加え、前連結会計年度にＭ＆Ａにより取得した店舗の業績寄与等によ

り、売上高は34,061百万円（前年同期比16.6％増）となりました。利益面につきましては、平成26年４月の薬価

改定及び調剤報酬改定の影響等により、営業利益813百万円（同24.4％減）となりました。

③賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、不動産賃貸収入が増加したことにより、売上高は715百万円（前年同期比15.0％増）と

なったものの、医療と介護の複合型施設として平成25年５月に開業したサービス付き高齢者向け住宅「ウィステ

リア清田」（札幌市清田区）にかかる減価償却費が先行すること及び今後のサービス付き高齢者向け住宅新設のた

めに人員体制を強化したことによる労務費の増加等により営業損失21百万円（前年同期は６百万円の損失）とな

りました。

　なお、「ウィステリア清田」の入居件数は、平成26年９月30日現在、全75戸中55戸と概ね順調に推移しておりま

す。

④給食事業

本事業に関しましては、株式会社トータル・メディカルサービスのフードサービス事業部及び株式会社さくら

フーズにおいて病院・福祉施設内での給食事業受託業務を行っております。本事業の売上高は967百万円、営業損

失６百万円となりました。

⑤その他事業

本事業に関しましては、株式会社エスエムオーメディシスが治験施設支援業務を行っております。新規案件の

組入が遅延したことから、本事業の売上高は92百万円（前年同期比24.9％減）、営業損失37百万円（前年同期は営

業利益６百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は42,859百万円となり、前連結会計年度末に比べ254百万円減少しま

した。

流動資産は10,130百万円となり、前連結会計年度末に比べ811百万円の減少となりました。主な要因は、商品の増

加があったものの、現金及び預金が減少したことによるものです。固定資産は32,729百万円となり、前連結会計年

度末に比べ556百万円の増加となりました。主な要因は、賃貸・設備関連事業において土地及び建設仮勘定が増加し

たことによるものです。

負債の部は37,344百万円となり、前連結会計年度末に比べ416百万円の減少となりました。流動負債は20,388百万

円となり、前連結会計年度末に比べ4,491百万円の減少となりました。主な要因は、短期借入金の減少によるもので

す。固定負債は16,956百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,074百万円の増加となりました。主な要因は、長期

借入金の増加によるものです。

また、純資産の部においては、5,514百万円となり、前連結会計年度末比に比べ162百万円の増加となりました。

主な要因は、利益剰余金の増加によるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、

前連結会計年度末に比べ1,062百万円減の2,025百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシ

ュ・フローの状況については以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は677百万円(前年同四半期比352百万円減）となりました。主な要因は、法人税等の

支払額632百万円の支出等があったものの、税金等調整前四半期純利益682百万円及び減価償却費580百万円等による

ものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は1,585百万円（前年同四半期比1,991百万円減）となりました。主な要因は、有形

固定資産の取得による支出957百万円、子会社株式の取得による支出656百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は155百万円（前年同四半期は2,241百万円の収入）となりました。主な要因は、短

期及び長期借入の増加289百万円等があったものの、リース債務の返済298百万円及び配当金の支払い94百万円等に

よるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成26年８月１日に発表した連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

前連結会計年度末において当社の連結子会社であった株式会社ケイエムは平成26年４月１日に当社の連結子会社

である株式会社トータル・メディカルサービスを存続会社とし、株式会社ケイエムを消滅会社とする吸収合併を

行ったことにより、第１四半期連結会計期間に消滅しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①退職給付に関する会計基準等の適用

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を

割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給

付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしま

した。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金に与える影響は軽微でありま

す。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

　

②従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25

年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っ

ております。

（４）追加情報

当社は、株主の皆様と経済的な効果を共有し、株価及び業績向上への意欲や士気を一層高めることを目的とし

て、当社の従業員及び当社連結子会社の役職員（以下「従業員等」といいます）に対して信託を通じて自社の株

式を交付する取引を行っております。

①取引の概要

当社グループは、あらかじめ定めた株式給付規程に基づき、従業員等に対し、勤続年数等の各人の貢献度に応じ

てポイントを付与し、受給資格を取得した従業員等に対し、付与されたポイントに相当する当社株式を給付して

おります。従業員等に対し給付する株式については、あらかじめ当社グループが信託設定した金銭により信託銀

行が将来給付分も含めて株式市場から取得し、信託財産として分別管理しております。

②「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25年

12月25日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

③信託が保有する自社の株式に関する事項

ア. 信託における帳簿価額は前連結会計年度49,156千円、当第２四半期連結会計期間14,822千円であります。信託

が保有する自社の株式は株主資本において自己株式として計上しております。

イ. 期末株式数は前第２四半期連結累計期間84,900株、当第２四半期連結累計期間25,500株であり、期中平均株式

数は、前第２四半期連結累計期間106,859株、当第２四半期連結累計期間75,721株であります。期末株式数及び期

中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,106,452 2,048,651

売掛金 2,801,920 2,868,558

債権売却未収入金 701,516 684,108

調剤報酬等購入債権 310,624 319,405

商品 2,650,860 2,965,214

原材料 6,614 6,026

仕掛品 10,047 12,019

貯蔵品 64,405 59,347

繰延税金資産 631,043 550,713

その他 663,584 622,601

貸倒引当金 △5,583 △6,245

流動資産合計 10,941,487 10,130,401

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,849,125 6,677,079

土地 6,786,903 7,264,147

建設仮勘定 247,956 512,396

その他（純額） 2,091,898 1,750,572

有形固定資産合計 15,975,883 16,204,195

無形固定資産

のれん 12,253,438 12,454,569

ソフトウエア 84,588 207,723

その他 61,330 60,273

無形固定資産合計 12,399,358 12,722,565

投資その他の資産

投資有価証券 179,393 180,437

差入保証金 1,672,215 1,680,517

繰延税金資産 801,647 905,648

その他 1,170,827 1,060,975

貸倒引当金 △26,439 △25,268

投資その他の資産合計 3,797,644 3,802,311

固定資産合計 32,172,886 32,729,072

資産合計 43,114,373 42,859,474
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,798,447 7,489,938

短期借入金 10,270,241 6,320,000

1年内返済予定の長期借入金 1,996,840 2,451,856

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払法人税等 577,680 355,778

繰延税金負債 29 －

賞与引当金 878,394 966,117

ポイント引当金 7,930 5,275

その他 3,300,435 2,749,941

流動負債合計 24,879,998 20,388,907

固定負債

社債 25,000 －

長期借入金 9,669,898 13,454,624

繰延税金負債 1,197 1,424

役員退職慰労引当金 422,752 449,950

退職給付に係る負債 1,143,758 1,216,334

その他 1,619,352 1,833,756

固定負債合計 12,881,958 16,956,090

負債合計 37,761,957 37,344,997

純資産の部

株主資本

資本金 1,091,001 1,091,001

資本剰余金 900,717 900,717

利益剰余金 4,299,611 4,420,366

自己株式 △1,180,893 △1,146,558

株主資本合計 5,110,437 5,265,527

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,319 3,847

繰延ヘッジ損益 △33,015 △28,049

その他の包括利益累計額合計 △30,696 △24,201

少数株主持分 272,675 273,150

純資産合計 5,352,416 5,514,476

負債純資産合計 43,114,373 42,859,474
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 30,438,882 35,911,150

売上原価 19,735,090 22,368,947

売上総利益 10,703,792 13,542,203

販売費及び一般管理費 9,496,696 12,653,401

営業利益 1,207,095 888,801

営業外収益

受取利息及び配当金 1,267 2,225

業務受託料 24,482 30,191

設備賃貸料 18,762 41,711

補助金収入 39,926 －

雑収入 30,590 55,548

営業外収益合計 115,029 129,677

営業外費用

支払利息 137,729 149,675

雑損失 11,590 18,795

営業外費用合計 149,320 168,471

経常利益 1,172,804 850,008

特別利益

固定資産売却益 6,393 －

受取補償金 13,735 13,735

資産除去債務戻入益 7,874 －

特別利益合計 28,003 13,735

特別損失

固定資産除却損 26,506 8,771

減損損失 66,747 163,317

店舗閉鎖損失 1,662 9,352

その他 418 32

特別損失合計 95,334 181,473

税金等調整前四半期純利益 1,105,473 682,269

法人税、住民税及び事業税 522,811 405,399

法人税等調整額 108,748 19,593

法人税等合計 631,560 424,992

少数株主損益調整前四半期純利益 473,913 257,277

少数株主利益 40,881 26,527

四半期純利益 433,031 230,749
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 473,913 257,277

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,545 1,799

繰延ヘッジ損益 5,799 4,966

その他の包括利益合計 7,344 6,766

四半期包括利益 481,257 264,043

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 440,390 237,244

少数株主に係る四半期包括利益 40,867 26,798
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,105,473 682,269

減価償却費 492,934 580,401

減損損失 66,747 163,317

のれん償却額 295,114 411,042

賞与引当金の増減額（△は減少） 43,828 74,760

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,495 △1,912

ポイント引当金の増減額（△は減少） 363 △2,655

退職給付引当金の増減額（△は減少） 47,026 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19,671 △5,301

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 66,861

受取利息及び受取配当金 △2,928 △2,758

支払利息 139,987 151,496

固定資産売却損益（△は益） △6,393 32

固定資産除却損 26,282 8,771

売上債権の増減額（△は増加） △540,726 63,711

債権売却未収入金の増減額（△は増加） 136,684 30,370

調剤報酬等購入債権の増減額（△は増加） 225,535 △8,780

たな卸資産の増減額（△は増加） △170,476 △211,818

仕入債務の増減額（△は減少） 17,463 △592,430

未払消費税等の増減額（△は減少） △36,086 66,748

その他 △177,889 △15,011

小計 1,679,116 1,459,113

利息及び配当金の受取額 2,871 2,742

利息の支払額 △142,790 △152,032

法人税等の支払額 △509,568 △632,440

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,029,629 677,383

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,204 △601

定期預金の払戻による収入 3,600 －

有形固定資産の取得による支出 △2,819,807 △957,033

有形固定資産の売却による収入 256,130 308

無形固定資産の取得による支出 △14,119 △11,926

子会社株式の取得による支出 △926,049 △656,286

事業譲受による支出 △20,281 △26,422

貸付けによる支出 △96,897 △45,279

貸付金の回収による収入 19,945 22,323

差入保証金の差入による支出 △33,655 △18,418

差入保証金の回収による収入 78,775 23,255

その他 △20,174 84,951

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,576,738 △1,585,129
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,216,000 △3,950,241

長期借入れによる収入 1,600,000 5,500,000

長期借入金の返済による支出 △818,906 △1,260,258

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

リース債務の返済による支出 △273,638 △298,564

配当金の支払額 △103,539 △94,906

少数株主からの払込みによる収入 24,500 －

少数株主への配当金の支払額 △22,260 △26,086

自己株式の取得による支出 △1,155,472 －

子会社の自己株式の取得による支出 △199,743 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,241,940 △155,057

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △305,168 △1,062,803

現金及び現金同等物の期首残高 2,077,768 3,088,746

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,772,599 2,025,943

決算短信 （宝印刷）  2014年10月30日 13時25分 10ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社メディカルシステムネットワーク(4350) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 11 －

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー

ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 689,746 29,212,030 414,175 － 122,929 30,438,882 － 30,438,882

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

764,226 1,837 208,302 － － 974,366 △974,366 －

計 1,453,973 29,213,868 622,478 － 122,929 31,413,249 △974,366 30,438,882

セグメント利益
又は損失（△）

716,513 1,076,059 △6,241 － 6,032 1,792,364 △585,268 1,207,095

(注) １．セグメント利益の調整額△585,268千円には、セグメント間取引消去△22,667千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△562,601千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

全社的一般経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

「医薬品等ネットワーク事業」セグメントにおいて、株式会社エムエムネットの全株式を取得したことにより、

のれんの金額に重要な変動が生じております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては247,788千円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー

ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 297,515 34,058,092 495,946 967,269 92,326 35,911,150 － 35,911,150

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,055,529 3,119 219,609 － － 1,278,258 △1,278,258 －

計 1,353,045 34,061,212 715,556 967,269 92,326 37,189,409 △1,278,258 35,911,150

セグメント利益
又は損失（△）

737,266 813,405 △21,018 △6,155 △37,141 1,486,356 △597,554 888,801

(注) １．セグメント利益の調整額△597,554千円には、セグメント間取引消去24,810千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△622,364千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない全

社的一般経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　（セグメント区分の追加）

前第３四半期連結会計期間より、株式会社トータル・メディカルサービスを連結子会社としたことに伴い、「給食

事業」を報告セグメントに追加しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の区分方法により作成したも

のを開示しております。

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変

更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

　この変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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